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要　旨　会津盆地に分布する上部新生界山都層群は中新統の最上部から中部更新統までを含み，下位より藤峠層，和泉層，
七折坂層，塔寺層に分けられ，各層はそれぞれ3帯，2帯，5帯，6帯の植物化石群集帯に分けられる。上部更新統は主
に段丘堆積物で，4化石群集帯に分けられる。中新世末の白子，州谷帯はわずかに亜熱帯性要素を伴う温帯性要素で特徴
づけられる。漸移期である夏井帯の後，前期鮮新世の小柳津帯は，温帯性要素で特徴づけられる。地磁気極性年代尺度の
ガウス期と松山期の境を中心にした小柳津帯から袋原帯にかけての時期に，会津盆地からの分類群の消滅や，新たな分類
群の出現がみられる。植生の最も大きな変化は，ハラミロ・サブクロンから松山期とブルン期の境界にかけての大沢帯か
ら塔寺IV帯にかけての時期に生じ，第三紀型の分類群や外地生の分類群が次々と消滅し，代りに日本列島固有種や亜寒
帯性の分類群が出現している。Metasequoiaは，鮮新世末のオルドヴァイ・サブクロンの時期以後，大型遺体は産出し
なくなり，花粉化石のみの産出となるが，やはり松山期の終りに消滅する。ハラミロ・サブクロンの後，気候の温暖化と
寒冷化の周期的な変動がよりはっきりする中で，植生も温帯性落葉広葉樹林と亜寒帯性針葉樹林とがくり返しながら，現
植生に近づいていった。
キーワード：後期新生代，植生史，植物相，東北地方，山都層群

Abstract The Upper Cenozoic Yamato Group in Aizu Basin, Northeast Honshu, ranges from the Upper Miocene to
the Middle Pleistocene and is divided into the Fujitoge, Izumi, Nanaorezaka, and Todera Formations, in ascending
order. Each formation is subdivided into three, two, five, and six plant fossil assemblage zones, respectively. For
the Upper Pleistocene, four plant fossil assemblage zones are recognized in terrace deposits. The Shirako and
Sudani plant fossil assemblage zones in the Late Miocene are characterized by temperate elements accompanied by
a few subtropical elements. After the Natsui zone, the Koyanaizu zone in the Early Pliocene is mainly characterized
by temperate elements. Around the boundary of the Koyanaizu and the Fukurohara zones, close to the Gauss-
Matsuyama boundary, many taxa disappeared and several taxa including exotic ones appeared. Since the end of
the Olduvai subchron, Metasequoia became rare except for its pollen. The most significant vegetation change
characterized by the extinction of Tertiary-type taxa and exotic taxa and the appearance of subarctic taxa oc-
curred between the Jaramillo subchron and the Matsuyama-Brunhes boundary. After the Jaramillo subchron,
periodical changes of vegetation were associated with more distinct climatic cycles of warm and cold periods. The
temperate deciduous broad-leaved forest alternated with the boreal coniferous forest, and the vegetation gradually
became similar to the modern one.
Key words: flora, Late Cenozoic, northeast Japan, vegetation history, Yamato Group

１．はじめに
東北地方には植物化石を含む後期新生代の地層が各地に
分布している。東北地方の後期新生代，とくに第四紀の植
物相に関する研究の基礎は，故鈴木敬治，故相馬寛吉両先
生によって築かれたといっても過言ではないであろう。
故鈴木先生は福島大学教育学部地学研究室で，第三紀か
ら第四紀にわたる大型植物化石の研究に取り組まれたが，
1994年に逝去された。故相馬先生は東北大学理学部生物
学教室で，現生花粉をはじめとして第三紀，第四紀の花粉

化石を研究されたが，1995年に逝去された。両先生の共
同研究は1960年代に始まり，亡くなられるまで続いた。
1960年代に地質学の分野でもいわゆる近代化，綜合化が
進んだことと関連して，植物化石群集の解析においても大
型遺体化石群集と花粉化石群集の両側面からの資料を綜合
的に組み合わせ，お互いの長所，短所を補充していく試み
がはじめられた。その中で，植生史という観点で両先生の
研究が重なってくるのが，会津盆地を中心とした東北地方
南部の研究である。

総　説
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会津盆地には中新世末から中期更新世にわたってほぼ連
や ま と

続的に堆積した地層（山都層群）が広く分布している。鈴
木・那須（1988）は，この時期の堆積物で，層位，古地
磁気層位，放射年代などの資料とともに，植物化石による
分帯が行なわれているのは，東北地方では山都層群に限ら
れていると述べているが，この状況は現在もあまり変って
いない。秋田県男鹿半島においても新第三系，第四系の花
粉化石層序が確立されている（山野井，1978）が，男鹿
半島の花粉化石帯と地質年代との対応関係については再検
討が必要であると考えられるからである（付記）。
ここでは，会津盆地での故鈴木，故相馬両先生の業績を
中心に，東北地方における後期新生代の植物相および植生
の変遷をまとめる。なお，鈴木ほか（1990）と同様この
小論でも，使用している「化石群集」の用語は単に化石群
（fossil assemblage）の意で，群集生態学でいう群集
（communityあるいは association）の意ではないことを
ことわっておく。また本論文では，植物化石群集帯を「化
石群集帯」または「帯」と略す。
小論は日本植生史学会1998年度大会で上記表題のもと
に講演した内容に一部加筆したものである。

２．会津盆地における後期新生代層の層序概略
会津盆地周辺，とくに盆地西縁から南縁にかけての地域
には，上に述べたように新第三紀中新世末から第四紀中期
更新世にかけて堆積した山都層群および上部更新統の段丘
堆積物が広く分布している。山都層群は総計1000 mをこ

ふじとうげ い ず み ななおれざか とうでら

える厚さで，下位より藤峠層，和泉層，七折坂層，塔寺
層の4累層に区分される（図1）。全累層を通して植物化
石を多産する。
藤峠層は中新世末から鮮新世初期にかけて堆積した地層
で，厚さが約300 mである。藤峠層は砂岩，礫岩，泥岩
の互層で凝灰岩や亜炭の層をはさむ。最下部，下部，中部，
上部の4部層に細分され，最下部層から中部層までが中新
世末に，上部層が鮮新世初期に堆積した地層である（鈴木，
1951；鈴木ほか，1977）。最下部層と下部層の一部を除
き陸成層で，その堆積盆は浅い湖沼や湿地，氾濫原などが
卓越していた環境からなり，後背地には平野や低い丘陵あ
るいは山腹がひろがっていた（鈴木，1976）。Berggren et

al. (1985)の地磁気極性年代尺度（BKFV85）ではエポッ
ク 6からギルバート期前半にあたる（Manabe, 1979,

1980; 鈴木ほか，1989）。Manabe（1979, 1980）は最
初，藤峠層全体と和泉層下半部をAz-D逆磁極帯とし，そ
の中の四つの正磁極亜帯を地磁気極性年代尺度のギルバー
ト期の各イベント（サブクロン）に対比した。その後，山

やまさと ゆずりとうげ

都層群の下位に位置する山郷層群中部の譲 峠層上部産の
石灰質ナンノプランクトンの化石群集がOkada & Bukry

(1980)のCN6帯～CN7a帯（10.8 Ma～10.0 Ma）を示
準することが明らかになって（鈴木ほか , 1986），真鍋
（1990）は譲峠層上部の正磁極帯をエポック11（10.4 Ma

～8.9 Ma）に対比し，藤峠層のAz-D-4磁極亜帯をエポッ
ク5（6.0 Ma～5.3 Ma）に対比しなおした（図1）。なお，
現在はCande & Kent (1995)の地磁気極性年代尺度
（CK95）が国際的な標準年代尺度として用いられており，
斎藤（1999）により，CK95を基準にした日本の新しい
古地磁気－浮遊性微化石年代尺度が提唱されている。
BKFV85とCK95の地磁気極性年代尺度の対比について
は，本山・丸山（1998）が要約している。
和泉層は鮮新統で，200～400 mの厚さをもつ。砂岩，
泥岩，礫質砂岩などの互層状の地層からなり，I1～ I5の
5層の凝灰岩の鍵層と多数の亜炭層をはさむ。下部，中部，
上部の3部層に分けられる。和泉層の堆積盆地は藤峠層の
それに比べてやや縮小した（鈴木ほか，1977）。地磁気極
性年代尺度ではギルバート期後半から松山期のオルドヴァ
イ・サブクロン直下にかけての時期にあたる（Manabe,

1979, 1980）。I2鍵層凝灰岩の熔結部からは3.8 MaのK-

Ar年代値が得られている（鈴木ほか，1976）。
鮮新世最末期から前期更新世に堆積した七折坂層は厚さ
が約300 mで，下部と上部に分けられる。下部は巨礫か
ら中礫までの礫層が主体の地層からなる。上部は礫層と凝
灰岩とを主とする地層で，T1～T4の4層の凝灰岩の鍵層
をはさむ。下部，上部とも局部的に泥岩，砂岩の互層が発
達し，亜炭層や泥炭層をはさむ。七折坂層の堆積期には後
背地の隆起により氾濫原が拡大した（鈴木ほか，1977）。
地磁気極性年代尺度では松山期のオルドヴァイ・サブクロ
ンのはじまりから松山期とブルン期の境界までにあたる
（Suzuki & Namabe, 1982）。
塔寺層は中期更新世の地層で，厚さは約100 mである。
淘汰不良の礫，砂，泥の互層状の地層を主とし，泥炭層や
凝灰岩をはさむ（鈴木ほか，1972）。地磁気極性年代尺度
ではブリュン期に対比される（鈴木ほか，1977）。
山都層群を不整合におおう段丘堆積物は，おもに後期更
新世の地層からなる（鈴木ほか，1989）。

３．中新世末から鮮新世初期の植物相
中新世末から鮮新世初期に堆積した藤峠層については，
大型植物化石をもとにして堆積当時の植生がくわしく復元
されている（鈴木 , 1976; Suzuki & Manabe, 1982）が，
花粉化石についての資料は断片的である（Sohma, 1957;

し ら こ

Suzuki & Manabe, 1982）。藤峠層は下位から白子，
す だ に な つ い

州谷，夏井の3化石群集帯に分けられている。これらはそ
れぞれ岩相層序区分の下部層，中部層，上部層にあたる
（図1）。
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図１　山都層群の層序図（Suzuki & Manabe, 1987; 鈴木ほか，1990により作成）．1＝泥岩，2＝砂岩，3＝礫岩，4＝凝
灰岩，5＝砂質泥岩，6＝凝灰質泥岩，7＝凝灰質砂岩，8＝礫質砂岩．I1～T4＝鍵層，J＝ハラミロ・サブクロン，O＝オ
ルドヴァイ・サブクロン．APTB＝Abies, Picea, Tsuga, and Betula; TCTF＝Taxaceae, Cupressaceae, Taxodiaceae, and
Fagaceae; CTFU＝Cupressaceae, Taxodiaceae, Fagaceae, and Ulmaceae; TF＝Taxodiaceae and Fagaceae; TFL＝
Taxodiaceae, Fagaceae, and Liquidambar; TFU＝Taxodiaceae, Fagaceae, and Ulmaceae.

東北地方における後期新生代の植物相および植生の変遷（竹内貞子）
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白子化石群集帯では，Fagus oblongs, Fagus palaeo-

crenata, Acer nordenskioeldiが多い。温帯性の落葉広葉
樹のCarpinus subyedoensis, Zelkova ungeri, Ulmus

protojaponica, Tilia protojaponicaのほかNeolitsea,

Cinnamomum, Liquidambar, Paliurus, Mallotusといっ
た暖帯性の広葉樹も含まれる。また湿地性の樹木のSalix,

Populus, Alnus, Glyptostrobusとともに水草のTrapaや
Salviniaも含まれる。
州谷化石群集帯の化石群の特徴は，白子化石群と近似し
ているが，暖帯性の常緑高木の化石は見出されない。
Fagus palaeocrenataを主とする温帯性の落葉広葉樹に，
暖帯性の落葉広葉樹のLiquidambarやSassafrasをまじえ
る。Metasequoiaが出現する。
夏井化石群集帯の化石群集は全体として州谷化石群に似
た特徴を示すが，Betula, Populus, Acer, Picea, Tsuga

はより優勢となる。Metasequoia, Glyptostrobusといっ
た針葉樹の化石に富んでいる。Picea koribaiが出現する
とともに，Paliurus nipponicusが認められる。Fagus

palaeocrenata, Liquidambarはこの帯を最後に消滅する。

４．鮮新世の植物相
鮮新世に堆積した和泉層は植物化石群集の特徴から，下

こやないづ ふくろはら

位より大きく小柳津，袋原の二つの化石群集帯に分けられ
ている（鈴木 , 1976）（図1, 2）。
小柳津化石群集帯は和泉層下部層および中部層の I4鍵
層より少し下位の層準までを含み，地磁気極性年代尺度で
は，ガウス期と松山期の境より少し前までの時期にあたる。
大型遺体はMetasequoia, Sequoia, Glyptostrobus,

Quercus serrata, Fagus microcarpa, Styrax japonicaを
主とし，Picea koribai, Pseudolarix kaempferi, Zelkova

serrata, Paliurus nipponicus, Stewartia monadelpha,

Ilex cornuta, Buxusが次いで多産する（Suzuki &

Mamabe, 1982; 鈴木 , 1987）。花粉化石については断片
的な資料しかないが, Cupressaceae, Taxodiaceae, Fagus,

Ulmusが優勢であることで特徴づけられる（Sohma,

1957）。
袋原化石群集帯は和泉層中部層の上半分と上部層に対応
し，地磁気極性年代尺度ではガウス期の終り頃から松山期
のオルドヴァイ・サブクロンの直前までにあたる。全体と
してMetasequoia, Juglans cinerea var. megacinerea,

Pterocarya paliurus, Styrax japonica, Fagus micro-

carpa, Picea cf. maximowiczii, Menyanthes trifoliata

var. minusculusが多い。これらの中で Juglans cinerea

var. megacinereaとPterocarya paliurusはこの帯ではじ
めて出現する外地生の分類群である。ここでいう外地生と
は，現在の日本列島では自生しておらず，日本列島以外の

地域で自生しているものを指している（真鍋・鈴木 ,

1983）。また，袋原化石群集帯には，Picea cf. maxim-

owiczii, Menyanthes trifoliata var. minusculusといっ
た亜寒帯性の分類群がはじめて出現する。小柳津化石群集
帯に特徴的な Sequoia, Glyptostrobus, Picea koribai,

Paliurus nipponicusは下部でわずかに産出するのみであ
る。Pseudolarix kaempferiも上部で消滅する（Suzuki &

Manabe, 1982; 鈴木 , 1987）。
袋原化石群集帯は花粉化石でみると全体として温帯性の
針葉樹やFagaceaeを主とする組成をしめす。花粉化石群
集のうちTaxodiaceae, Cupressaceae, Taxaceae, Fag-

aceaeを温帯性の要素（TCTF）としてまとめ，Abies,

Picea, Tsuga, Betulaを亜寒帯性の要素（APTB）として
まとめて産出割合を比較すると，袋原化石群集帯は基本的
には TCTFを主とする花粉化石群集であるが，上部で
APTBの割合がTCTFより多くなる層準が認められる
（Suzuki & Manabe, 1982; 竹内・鈴木，1996）。APTB

に含められる分類群がすべて亜寒帯性の樹木であるとは限
らないが，柳津町八坂野川流域において和泉層上部の花粉
化石群集でAPTBの割合が増加する層準，すなわち竹内・
鈴木（1996）の IP4花粉帯と IP6花粉帯で，Picea cf.

maximowicziiやMenyanthes trifoliata var. minusculus

の大型遺体の産出がみられることから，大まかに亜寒帯性
の要素として差し支えないであろう。

５．前期および中期更新世の植物相
鮮新世末期から前期更新世に堆積した七折坂層は，最初

おおてざわ おおさわ

は下位より，大手沢，大沢，塔寺1–2の 3化石群集帯に
まとめられていた（鈴木 , 1976）が，その後の詳しい花
粉分析の結果と大型遺体の化石群集の再検討の結果，七折
坂層上部は下位より，大手沢 I，大手沢 II，大沢，塔寺 Iの
4化石群集帯に，塔寺層は下位より塔寺IIから塔寺VIIま
での6化石群集帯に分けられた（鈴木ほか，1990）。ここ
では，鈴木ほか（1990）によってくわしく記載された大
手沢 Iから塔寺VIIまでの化石群集帯を概説する。さらに，
鈴木ほか（1990）では化石群集帯が設定されていない七
折坂層下部の植物化石群集を大手沢 I´化石群集帯として
新たに区分し（図1），組成の特徴を説明する。
大手沢 I´化石群集帯は，大型遺体ではPicea cf. maxim-

owiczii, Fagus microcarpa, Quercus serrata, Magnolia

kobus, Pterocarya paliurus, Pterocarya aff. stenoptera,

Corylus heterophylla var. thunbergii のほか Juglans

cinerea var. megacinerea, Menyanthes trifoliata var.

minusculusを産する。Metasequoiaはこの帯の下部での
み見出される（Suzuki & Manabe, 1982; 竹内・鈴木 ,

1996）。花粉化石群集で温帯性の要素であるTCTFと，亜
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図２　鮮新・更新世における古い型の消滅と新しい型の出現の過程（Suzuki & Manabe, 1982を一部改変，加筆）．
－－－－：花粉化石のみの資料で示されるMetasequoiaとCryptomeriaの出現範囲．

寒帯性の要素であるAPTBの消長をみると，温帯性の要素
が優勢な層準と亜寒帯性の要素の割合が増加する層準が交
互に現われる（竹内・鈴木，1996）。
大手沢 I化石群集帯の化石群集は，大手沢 I´化石群集帯
のそれによく似ているが，Pterocarya paliurusは出現し
ない。Juglans mikiiに同定される化石のほか Sassafras

subtriloba, Fagus microcarpa, Menyanthes trifoliata

var. minusculusといった絶滅種とともにMagnolia

kobus, Magnolia obovata, Corylus heterophylla var.

thumbergii, Corylus sieboldiana, Menyanthes trifoliata

を含む。Menyanthes trifoliataはT2鍵層直上より出現し
はじめる。Juglans mikiiは Juglans cinerea var. mega-

cinereaとしていた種を同定しなおしたものである（鈴木・
那須，1988 ; 鈴木ほか，1990）。暖温帯性の常緑広葉樹
のBuxus microphylla var. japonicaも多い。花粉化石で
はMetasequoiaを含むTCTFが優勢である。Metasequoia

は大型遺体では見出されないが，花粉化石は木本花粉全体
の5～10%の割合で出現している。Cryptomeriaもほぼ
同率である。MetasequoiaとCryptomeriaの同定に関し

ては，微分干渉顕微鏡と電子顕微鏡の併用によって，両者
の外膜の構造に違いがあることが明らかにされ（Sohma,

1985），会津盆地においてもその手法が適用された。
大手沢II化石群集帯は，大型遺体の産出は少ないが，花
粉化石群でPinaceaeとBetulaの増加とともにMenyan-

thes trifoliataが多いことで特徴づけられる。TCTFは減
少する。
大沢化石群集帯は，外地生や絶滅種の Juglans man-

dshurica, Picea pleistoceaca, Trapa mammilliferaを含
むほか，Picea jezoensis, Pinus koraiensis, Betula

platyphylla var. japonicaを産出する。Picea pleistoceaca

はそれまでPicea cf. maximowicziiとしていた種を新種
として記載したものである（鈴木ほか , 1990; Suzuki,

1991）。花粉化石群集では依然としてAPTBが多くTCTF

は少ない。Larixの花粉がはじめて出現する。全体として
大手沢II化石群集帯のそれにいくらか似た化石群集である
が，新しい分類群も加わりPinaceaeとBetulaがより優勢
となる。
塔寺 I化石群集帯は地磁気極性年代尺度の松山期最後の

東北地方における後期新生代の植物相および植生の変遷（竹内貞子）
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時期にあたる。大型化石群集はQuercus serrata, Fagus

crenata, Styrax japonicaといった，本邦に現存する種に同
定される温帯性落葉広葉樹を主とする。とくに日本列島固
有のFagus crenataの出現が注目される。このほかBuxus

microphylla var. japonicaも伴っている。花粉化石でも
TCTFを主としている。前述のように，Metasequoiaは大
型遺体では大手沢 I´化石群集帯までしか出現していないが，
花粉化石ではこの帯でもわずかであるが認められる。これ
より上位では花粉化石も見出されない。Metasequoia消滅
の層準をはっきりさせた故相馬寛吉先生の功績は大きい。
塔寺 II化石群集帯では，再び Picea jezoensis, Picea

pleistoceaca, Betula platyphylla var. japonicaが見出さ
れ，PinaceaeやBetulaといった分類群が優勢となる。
塔寺 III化石群集帯の化石群集は下位のそれに比べ温帯
性の落葉広葉樹の分類群が増加する。大型化石，花粉化石
ともに冷温帯から亜寒帯に分布する分類群と温帯性の分類
群が混合している化石群である。Fagus microcarpaがみ
られる一方，日本列島固有種であるPterocarya rhoifolia

が出現する。
塔寺IV化石群集帯は大型化石，花粉化石ともPinaceae

やBetulaといった分類群が優勢で温帯性の分類群が少な
い化石群集で，塔寺II化石群集帯のそれと類似の特徴を示
す。Tsuga diversifolia, Alnus hirsutaが多産する。
塔寺V化石群集帯では下位に比べてCryptomeriaをは
じめとする温帯性の分類群が増加する。塔寺III化石群集
帯の化石群集に近似した特徴をしめす。
塔寺VI化石群集帯は温帯性の分類群の優勢な化石群集
で特徴づけられる。Buxus microphylla var. japonicaも
かなり含み，化石群集は塔寺 Iのそれとかなり似ている。
塔寺VII化石群集帯は大型と花粉の両化石群集ともに，

PinaceaeやBetulaの分類群が多く温帯性の分類群は少な
い。上部でとくにその傾向が強い。大型遺体は Picea

jezoensis, Picea pleistoceaca, Tsuga diversifolia, Betula

ermaniiが多い。

６．古い型の植物の消滅と新しい型の植物の出現
ここで鮮新世から中期更新世にかけての植物相の変化を
概観してみる（図2）。
総じて東北地方における鮮新世の前期の植物相は，組成
や構成種では中新世の後期の植物相と大きな違いはないが，
常緑広葉樹が少ないことや，いわゆる第三紀遺存種が少な
いことで区別される（棚井，1992）。
会津盆地でみると，鮮新世初期の夏井帯の時期は，後期
中新世末の州谷帯期から次の小柳津帯期にかけての植物相
の入れ替りの時期にあたると考えられる。Pa l iu rus

nipponicusが州谷帯期の終り頃から出現し，遅れてPicea

koribaiが現われる。夏井帯から小柳津帯にかけての時期
に Fagus microcarpaが Fagus palaeocrenataや Fagus

oblongusと入れ替る。
その後，小柳津帯期を最後にPaliurus nipponicusが消
滅し，少し遅れてSequoia, Glyptostrobus, Picea koribai,

Paliurus nipponicusが消滅する。そして袋原帯期になる
と Picea cf. maximowiczii, Menyanthes trifoliata var.

minuculusや，外地生の Juglans cinerea var. mega-

cinerea, Pterocarya paliurusの出現がみられる。地磁気
極性年代尺度のガウス期と松山期の境を中心にした小柳津
帯から袋原帯にかけての時期のこの変化は，暖帯性の環境
から更にきびしい温帯性の環境への変化の過程で生じたも
のと考えられている（鈴木，1987）。
袋原帯期の終りには，Pseudolarix kaempferiは消滅す
る。大手沢 I´帯の時期を最後にPterocarya paliurusが消
滅する。
袋原帯と大手沢 I´帯の境の時期がオルドヴァイ・サブク
ロンの直前の時期にあたる。Metasequoiaの大型遺体は袋
原帯では豊富に見出されるが，大手沢 I´帯では下部でのみ
産出する。花粉化石は塔寺 I帯まで出現する。故鈴木敬治
先生は，会津盆地でMetasequoiaの繁栄期と衰亡期が区
分され，その境界は古地磁気層序のAZ-B-2（オルドヴァ
イ・サブクロン）のなかの一つの逆転が見出される時期
（図1）にあたると考えておられたようだ（私信による）。
その根拠ははっきりしないが，大型遺体が産出するか，花
粉化石のみの産出かということで区分しておられたようで
ある。
大手沢 I, II帯の時期には，Fagus microcarpaをはじめ
として，その後絶滅した温帯性のいくつかの分類群や日本
から消滅した分類群がかなり多かった。Sassafras sub-

trilobaの消滅，Menyanthes trifoliataの出現があるが，
大きな変化はなかった。ハラミロ・サブクロンの後の大沢
帯の時期になると，前述の分類群は著しく減少し，冷温帯
から亜寒帯に分布するPinus koraiensis, Picea jezoensis,

Betula platyphylla var. japonicaなどがはじめてそろっ
て出現した。その後，塔寺 I帯期にFagus crenataが出現
したのをはじめとして，塔寺 III帯期のPterocarya rhoi-

folia，塔寺 IV帯期のTsuga diversifoliaと次々と日本列
島固有種が出現し，塔寺IV帯期にはそのほとんどが出そ
ろった。一方，MetasequoiaやFagus microcarpaは消滅
していった。
このようにみてくると，大沢帯期から塔寺IV帯期にか
けての時期，すなわちハラミロ・サブクロンからブルン期
のはじめにかけての時期に，植生が流動的に変化し植物相
も現存する東北地方のそれに一層近づいてきたと推測され
る（鈴木ほか，1990）。
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７．後期更新世の植物相
後期更新世は最終間氷期と最終氷期の時期である。この
時期の植物相については，1960年代に故鈴木，故相馬両
先生が共同研究をはじめて以来，各地で大型遺体と花粉化
石の両側面からの研究が行なわれてきている。これらの中
で，総括的なものを両先生とのかかわりでみると，日本全
体の後期更新世の植物相，植生については相馬・辻（1987,

1988）の総説があり，東北地方については主にその変遷
という観点から鈴木・竹内（1989）がまとめた。その後，
1990年代になって，多くの研究者によって植生地理学的
な研究が精力的におし進められ，その進展はめざましいも
のがあるが，一応ここでは鈴木・竹内（1989）の結果を
もとにまとめる。また Piceaの分類についても Suzuki

(1991) に従うことにする。
上部更新統は下位より，LIG帯，LGIII帯，LGII帯，LGI

帯の4帯に，LIG帯とLGI帯はそれぞれ下位よりb亜帯
と a亜帯に分けられる（LIGはLast Interglacial，LGは
Last Glacialの省略形である）（図3）。LIG帯は最終間氷
期とそれにひきつづく時期のもので，暫定的に約12万年
前から約9万5千年前の間の年代と考えておく。LGIII帯

とLGII帯の境，LGII帯とLGI帯の境の年代は，それぞ
れ約5万年前，約3万5千年前と推測される。

LIGb亜帯はFagus, Quercus, Carpinusを主とする温
帯性落葉広葉樹の分類群が優勢であることで特徴づけられ
る。LIGa亜帯は温帯性落葉広葉樹や針葉樹の分類群が多
いが，Pinus koraiensisやPicea pleistoceacaを含む特徴
を示す。LGIII帯はPicea jezoensis, Picea pleistoceaca,

Tsuga diversifoliaを多産し，PinaceaeやBetulaの分類
群が多いが，温帯性の広葉樹や針葉樹もいくらか伴う。温
帯性の分類群は下部でかなり多く産出するが，上部でごく
わずかとなる。LGII帯はQuercus serrataをはじめとす
る温帯性の落葉広葉樹や針葉樹を主とする。

LGI帯は全体としてPicea pleistoceaca, Picea glehnii,

Picea tomizawaensis, Pinus koraiensisなどのPinaceae

やBetulaを主とし，温帯性の分類群をいくらか含む特徴
を示すが，下部のLGIb亜帯では温帯性の要素のCrypto-

meria, Chamaecyparis, Fagus, Quercusがやや多い化石
群集が出現し，上部のLGIa亜帯では温帯性の分類群はご
くわずかとなる。

図３　東北地方における中～上部更新統の層位と植物化石群集（鈴木・竹内，1989）．

東北地方における後期新生代の植物相および植生の変遷（竹内貞子）
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８．植物化石群集の組成型と植生の変遷
以上みてきたような鮮新統から更新統にかけて産出する
植物化石群集は，構成する分類群の組成の特徴を大型遺体
と花粉化石の両面から検討して，主に樹木の分類群の組成
の違いをもとに，大きくA，B，C，Dの四つの組成型に
区分されている（鈴木・竹内 , 1989; 鈴木ほか , 1990）。

A型：温帯性の落葉広葉樹や針葉樹の分類群を主とし，
常緑低木の分類群を伴う組成のもの。

B型：A型に近く，温帯性の落葉広葉樹や針葉樹の分類
群が多い点ではA型のものと同じ特徴をもつが，Pinus

koraiensisやPicea pleistoceacaなどをかなり伴っている
もの。

C型：次のD型に近く，亜寒帯性の針葉樹や落葉広葉樹
の分類群が優勢であるが，これに温帯性の落葉広葉樹や針
葉樹の分類群もかなり混入しているもの。

D型：亜寒帯性の針葉樹と落葉広葉樹の分類群を主とし，
わずかに温帯性の分類群を含む組成のもの。
これらの組成型と，鮮新統から更新統にかけて分帯され
た植物化石群集帯の化石群集との対応をみると，A型は中
間温帯林に近似な植生をあらわしている。袋原，大手沢 I´，
大手沢 I，塔寺 I，塔寺VI，LIGb，LGIIの各帯（亜帯）が
この型に属する（図4）。ここでいう中間温帯林は吉良ほか
（1976）による暖帯落葉広葉樹林の北方やより高いところ
に分布し，冷温帯林から区別されるものを指している（鈴
木，1987）。

B型は冷温帯落葉広葉樹林に近似な植生と考えられる。
大手沢 II，塔寺 III，塔寺V，LIGaの各帯（亜帯）および
LGIb亜帯の下部がこれに属する。

C型は冷温帯林に近似な植生をあらわし，とくにマツ科
の針葉樹の優勢な針広混交林をあらわしている。大沢，塔
寺 II，塔寺 IVの各帯，塔寺VII帯下部，LGIII帯，LGIb

亜帯の上部がこれに属する。これらのうちLGIII帯に属す
る化石群集には，一部にB型（下部）やD型（上部）の
ものもみいだされている。この帯は更に細分される可能性
もある。

D型は亜寒帯性針葉樹林に近い植生をあらわしている。
塔寺VII帯の上部とLGIa亜帯がこれに属する。

A型は相対的に温暖な時期の，D型は寒冷期の植生をあ
らわす化石群集で，B型，C型はその中間の植生をあらわ
すものと考えられる。
以上のように，植物化石群集の組成上の特徴をもとに，
森林植生を復元してみると，鮮新世末から後期更新世の終
りまでの間に，大まかにみてA型の中間温帯林からB型，
C型を経てD型の亜寒帯性針葉樹林へと繰り返し，周期的
に変化した様相を示している（図4）。そして，その中で前
期更新世から中期更新世に移る時期に，植物相が大きく

変ったことが推定される。
なお，塔寺層と上部更新統との間にある層位的間隙から
みて（図 3），塔寺VII帯が示す寒冷期からLIGb亜帯が示
す温暖期へ移り変わる過程のなかで，いくらか長い期間が
介在していると考えられる。その期間については，地層が
欠如しているために植物相や植生が不明である。

９．東北地方における最終氷期後半の地層から産する植物
化石群集の分布
ここでは，故鈴木先生が仙台市の富沢遺跡の発掘にかか
わり，大型植物化石について書かれた報告のまとめの部分
（鈴木，1992）を紹介する。
東北地方におけるLGIa亜帯の植物化石群集を詳細に検
討すると，東北地方の北部と南部の化石群集の間にはいく
らかの差異がみられる（図5）。青森（大平の三本木層），
岩手（花泉町の花泉層），秋田（箱井の箱井層）など，北
部の各県の化石群集には，Picea glehnii, Larix kam-

tschatica, Abies sachalinensisなどが特徴的な分類群とし
てみられるが，南部の福島県内の桑折町や福島市瀬上の藤
田層上部，郡山市西部の大槻層，滝根町の猿内II層などの
化石群集では，Picea tomizawaensis, Picea pleistoceaca,

Larix kaempferi, Abies veitchiiなどが特徴的な分類群で
ある。ところで，岩手県と福島県の間に位置する仙台市富
沢の泥炭層の化石群集をみると，Picea tomizawaensisや

図４　東北地方における鮮新世以降の植生の変遷．
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Larix kamtschaticaが最も特徴的であり，Picea pleisto-

ceacaを伴うほかLarix kaempferiに近似な球果化石も含
む。Abies sachalinensisはみいだされない。なお，Picea

jezoensis, Pinus koraiensis, Alnus hirsuta, Betula

platyphylla var. japonicaは北部から南部にわたって東北
地方全域によくみられる分類群である。
以上の諸特徴から，仙台市富沢の化石群集は東北地方北
部の化石群集と南部のそれらとの中間的な組成を有してい
たが，どちらかといえば南部のものにより近いものであっ
たと考えられる。当時の仙台付近は，東北地方の北部の植
生と南部の植生が漸移する地域にあたっていたと考えられ
る（図5）。
なお小西・鈴木（1997）は，Suzuki (1991)がPicea

tomizawaensisとした球果はPicea glehniiの変異に含ま
れるもので，先端の波打ちがないことでPicea tomizawa-

ensisをPicea glehniiから区別して別種とすることはでき
ないと述べている。

１０．最終氷期最盛期のグイマツの分布
最後に，最終氷期最盛期におけるグイマツの分布にかか
わる話題について触れたい。前述のように仙台市富沢遺跡
でグイマツの化石が発見され，今までのところ本州では仙
台付近が最終氷期最盛期のグイマツの分布の南限と考えら
れている。故鈴木先生は1960年代以後，福島県の各地で
カラマツ，岩手県花泉でグイマツの大型遺体をそれぞれ確
認しており，グイマツとカラマツの分布の境がどこにある
のか知りたがっておられた。一方，故相馬先生は1960年
代初め仙台市北部の一本杉で最終氷期の地層からグイマツ
（Larix dahurica var. japonica）の球果を同定していた
（中川ほか，1961）。私は故鈴木先生から，故相馬先生が
同定した球果を見たいので貸してもらってくれるよう，仲
介を頼まれたことがある。故相馬先生にお伝えしたところ，
片平町から青葉山への研究室移転などのごたごたで，もう
見つからないという返事であった。その後の故鈴木先生の
Larixの記載論文（Suzuki, 1985）では，形態記載が中心
であるということもあってか，この仙台市一本杉の化石は
除かれている。標本を見ていないことが気になっていたの
かも知れない。研究者としてのこだわりを感じた。

１１．おわりに
故鈴木，故相馬両先生の業績をもとに，会津盆地を中心
とした東北地方の後期新生代における植物相および植生の
変遷をみてきたが，植生の大きな変化は，ガウス期と松山
期の境界ごろの時期と，前期更新世の終りから中期更新世
の始めにかけて，即ちハラミロ・サブクロンからブルン期
の始めにかけての時期にみられる。環境変化，とくに気候

変化が植生に及ぼす影響という点でみると，第三紀から第
四紀にかけて，寒冷化と温暖化が流動的，周期的にくり返
され，次第にその周期は短く，振幅は大きくなってきた様
子がうかがわれる。現在はその先端の温暖期にあるが，現
植生はこれまでみてきた植生変遷の延長上に単純には位置
づけられなくなってきていると思われる。
振り返ると，両先生の研究への取り組みは常にエネル

図５　東北地方における最終氷期後半の植物化石群集の分布
（鈴木，1992）．★の1～3は北部型の組成，4～8は南部型の
組成，☆は漸移型の組成．☆＝仙台市富沢遺跡（25～27層），
1＝青森県大平，三本木層 (Sohma, 1959); 2＝秋田県箱井，
箱井層 (Suzuki, 1991); 3＝岩手県花泉，花泉層（第 2・第
3泥炭層） (Suzuki, 1985); 4＝福島県桑折町，藤田層上部中
の泥炭層 (Suzuki, 1985); 5＝福島市瀬上，藤田層上部中の
泥炭層 (Suzuki, 1991); 6＝郡山市大槻山田，大槻層上部中
の泥炭層 (Suzuki & Sohma, 1965); 7＝福島県滝根町，猿
内 II層中の泥炭層（吉田ほか，1981）; 8＝会津若松市倉橋，
更新統上部 (15,550 ± 280 yr B.P.)(Suzuki，1991)．
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